





































                                                     

























































































































































































































































































































































 実際に行ってみると、例えば 1986 年当時、1986 年から 1987 年にかけて、ベラルーシの小
児白血病センターという所に、そこに入院したすべての白血病と、小児がんの子どもたちの登
















































































































































 これはベラルーシの地図なんですけど、この薄い所で、この爆発した当時 20 代だった女性
に、甲状腺がんが多発していました。どんどんなっている。だから、時間、タイムスパンとい
うか、被害を及ぼす時間の長さが、ものすごく長いので、20 年後になった甲状腺がんを、こ
の事故のせいだというふうに証明する方法もないし、それを認めるつもりも、WHOにもあま
りないと思われますけれども、東京だって、事故前の 100万倍のヨウ素や放射性セシウムが飛
んできたのです。 
 その影響が出ないわけがないと思います。だって 210kmですから、東京は、福島原発から。
このベラルーシは 600km 離れているのです。ここらへん一帯が、病気の巣窟みたいな感じ。
それを本当にこれからどう捉えていくか、あるいは、どう予防していくかということなのだと
思います。 
 時間がないので、取りあえずここまでにして、あとは、質疑応答で答えていきたいと思いま
す。どうもありがとうございました。 
